
四
五

二
．
明
代
状
元
の
夢
と
抱
負

　

上
記
の
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
中
国
で
は
古
代
よ
り
こ
の
世
と
あ
の
世
と
の
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
も
代
表
的
な
形
式
は
、
夢
で
あ
っ
た 

89 

。
中
世
中
国

で
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た 

90  

科
挙
受
験
生
の
夢
に
お
け
る
「
占
夢
」（
夢
の
解
釈
）

と
「
兆
」（
前
兆
）
の
観
察
は
、
明
代
で
広
く
報
告
さ
れ
る
洗
練
さ
れ
た
文
化
的
形

式
と
な
っ
た 

91 

。
明
の
初
代
皇
帝
朱
元
璋
で
さ
え
、
か
れ
自
身
の
夢
の
一
つ
を
記

録
し
た
（「
紀
夢
」）
が
、
そ
れ
は
彼
の
帝
国
の
記
録
中
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
夢
の

中
で
朱
元
璋
は
皇
帝
に
な
る
前
の
一
年
間
の
自
ら
の
人
生
を
再
体
験
し
た
が
、
そ
こ

に
は
彼
の
軍
事
力
の
も
と
で
中
国
を
統
一
す
る
よ
う
彼
が
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
と

い
う
幾
つ
か
の
前
兆
が
存
在
し
て
い
た
。
朱
元
璋
の
成
功
の
前
兆
は
、
そ
れ
ら
が
通

俗
宗
教
や
知
識
人
の
人
生
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
夢
の
中
で
述
べ

ら
れ
た
。
最
初
、
仙
人
よ
り
送
ら
れ
た
一
羽
の
仙
鶴
が
朱
元
璋
の
夢
に
現
れ
、
彼
を

仏
教
の
守
護
者
と
道
教
の
聖
職
者
の
幻
影
へ
と
導
い
た
。
聖
職
者
は
彼
に
深
紅
の
礼

服
と
一
本
の
剣
を
与
え
た
。
彼
ら
は
そ
う
し
て
彼
に
昇
進
す
る
こ
と
を
告
げ
た
。
夢

89 

姚
偉
鈞
『
神
秘
的
占
夢
』（
広
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）pp. 3-18

。 

宋
代
科

挙
の
夢
に
つ
い
て
は
、C

haffee, The Thorny G
ates of Learning in Sung C

hina, pp. 

179-80

を
見
よ
。

90 

劉
文
英
『
中
国
古
代
的
夢
書
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）pp. 1-65

と R
oberto 

O
ng, The Interpretation of D

ream
s in Ancient C

hina 

（B
ochum

: Studienverlag 

B
rockm

eyer, 1985

）, pp. 8-46

を
見
よ
。
ま
た
、C

arolyn B
row

n, ed., Psycho-

Sinology: The U
niverse of D

ream
s in C

hinese C
ulture 

（Lantham
, M

d.: U
niversity 

Press of A
m

erica, 1988

）
を
見
よ
。

91 Lien-che Tu Fang, "M
ing D

ream
s," Tsing H

ua Journal of C
hinese Studies, n.s., 

10,1 （June 1973
）: 61-70

。
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「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
中
）

（『
帝
政
後
期
に
お
け
る
科
挙
の
文
化
史
』
第
六
章
）

高　
　

津　
　

孝　
　

訳

　

本
訳
文
は
、B

enjam
in A

. Elm
an. A C

ultural H
istory of C

ivil Exam
inations in 

Late Im
perial C

hina. B
erkeley: U

niversity of C
alifornia Press. （2000

）
の
第
六

章
の
翻
訳
で
あ
る
。

　

第
六
章
「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」
は
次
の
四
つ
の
節
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
文

一
．
宗
教
と
、
科
挙
の
通
俗
的
維
持
安
定
策　
（
前
回
）

（
一
）
通
俗
民
間
伝
承
と
宗
教

（
二
）
科
挙
予
言
の
た
め
の
技
術

二
．
明
代
状
元
の
夢
と
抱
負　
（
今
回
）

三
．
科
挙
に
お
け
る
占
い
の
技
術
に
対
す
る
抵
抗　
（
以
下
、
次
回
）

（
一
）
一
五
五
八
年
（
嘉
靖
三
七
年
）
順
天
郷
試
と
自
然
の
変
則
に
対
す
る
解
釈

（
二
）
科
挙
に
お
け
る
運
命
の
予
言
に
対
す
る
清
朝
の
観
点

四
．
失
敗
に
対
す
る
二
者
択
一
の
反
応

（
一
）
疎
外
さ
れ
た
蒲
松
齢
と
科
挙
生
活

（
二
）
洪
秀
全
と
科
挙
に
つ
い
て
の
対
抗
的
未
来
像



高
　
　
津
　
　
　
孝

四
六

一
つ
を
選
ん
で
食
べ
終
わ
っ
た
後
、
彼
は
も
う
一
つ
手
に
と
っ
た
。
そ
の
時
突
然
見

知
ら
ぬ
人
が
近
づ
い
て
き
て
、
そ
れ
を
彼
か
ら
盗
ん
だ
。
そ
の
後
、
何
紹
基
は
マ
ン

ト
ウ
泥
棒
が
外
で
も
な
い
一
八
二
〇
年
の
状
元
・
陳
継
昌
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

陳
継
昌
は
我
々
が
見
た
よ
う
に
（
前
述
）、
郷
試
で
ト
ッ
プ
合
格
し
た
の
ち
名
前
を

替
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
殿
試
と
会
試
の
両
方
で
ト
ッ
プ
合
格
す
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
何
紹
基
は
、
夢
が
示
唆
し
た
よ
う
に
、
自
ら
が
好
敵
手
を
得
た

こ
と
を
理
解
し
た
。
何
紹
基
は
一
八
三
五
年
の
郷
試
で
ト
ッ
プ
合
格
し
た
。
こ
の
試

験
は
彼
が
夢
で
食
べ
た
マ
ン
ト
ウ
に
値
し
た
が
、一
八
三
六
年
の
会
試
と
殿
試
で
は
、

彼
は
陳
継
昌
の
「
三
元
」
と
い
う
偉
業
（「
守
叡
」
と
い
う
名
で
解
元
、「
継
昌
」
と

い
う
名
で
会
元
、
状
元
）
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
二
番
目
の
マ
ン
ト

ウ
は
陳
継
昌
に
行
っ
た
の
で
あ
る 

94 

。

　

古
代
よ
り
、
漢
民
族
は
夢
を
精
神
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
見
な
し
て
き
た
。

夢
は
、
運
命
の
予
言
、
扶
箕
（
自
動
書
記
）、
風
水
、
人
相
学
、
そ
し
て
、
そ
の
世

界
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
書
か
れ
た
言
葉
に
対
す
る
解
読
を
補
完
し
た 

95 

。
夢

の
た
め
に
祈
り
（「
祈
夢
」）、「
睡
眠
瞑
想
」
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
夜
間
に
寺
院
を

訪
問
す
る
人
々
に
と
っ
て
の
一
般
的
な
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
祈
願
者
に
よ
っ
て
祈
願
さ

れ
た
寺
院
の
夢
は
文
昌
帝
、
関
帝
、
も
し
く
は
他
の
神
々
、
そ
し
て
、
特
定
の
寺
院

94 

『
清
稗
類
鈔
』74.109

。
こ
こ
で
は
陳
継
昌
が
合
格
し
た
郷
試
の
年
は
一
八
一
九
年
で

あ
る
が
、
よ
り
早
くpp.74.54

に
お
け
る
よ
う
に
、
一
八
一
三
年
は
陳
継
昌
の
達
成
に

対
し
て
挙
人
が
与
え
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
科
挙
か
ら
奇
妙
な
物
語
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ア

ネ
ク
ド
ー
ト
を
集
め
た
最
近
の
選
集
と
し
て
は
、
王
志
東
『
中
国
科
挙
故
事
』（
台
北
、

台
湾
漢
欣
文
化
出
版
公
司
、
一
九
九
三
年
）
を
見
よ
。PP.212-86

は
明
清
王
朝
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

95 

姚
偉
鈞
『
神
秘
的
占
夢
』pp.19-35

は
、
中
国
の
古
代
か
ら
の
夢
解
釈
に
使
用
さ
れ
た

主
要
な
技
法
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

は
、
実
際
に
農
民
の
少
年
の
立
身
出
世
物
語
を
正
当
化
し
た
。
彼
は
、
よ
り
暗
い
あ

の
世
に
よ
っ
て
、
目
に
見
え
る
世
界
に
お
け
る
新
し
い
「
輝
く
」（
明
）
王
朝
の
創

始
者
と
な
る
よ
う
に
指
名
さ
れ
た
の
で
あ
る 

92 

。
科
挙
体
制
と
い
う
巨
大
な
精
神

的
物
理
的
圧
力
の
下
で
、
そ
し
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
そ
の
「
文
化
的
囚
人
」
状

態
の
も
と
で
、
生
み
出
さ
れ
た
、
帝
政
後
期
知
識
人
た
ち
の
人
生
に
お
け
る
懸
念
の

無
意
識
的
な
反
映
と
し
て
、
帝
政
後
期
知
識
人
が
夢
に
投
影
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
彼

ら
が
そ
れ
を
思
い
出
し
た
時
に
、
易
者
、
予
言
者
、
シ
ャ
ー
マ
ン
、
そ
し
て
仏
教
と

道
教
の
僧
侶
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
た
め
の
言
語
や
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
通
じ
て
、

我
々
に
、
彼
ら
の
精
神
的
世
界
を
測
定
す
る
た
め
の
ユ
ニ
ー
ク
な
窓
を
提
供
し
て
く

れ
る
。
科
挙
に
と
っ
て
の
夢
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
一
つ
の
宗
教
的
形
式
と
し
て

の
「
睡
眠
瞑
想
」
を
含
む
が
、
科
挙
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
社
会
的
、
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
（
原
動
力
）
を
伴
っ
た
文
化
的
構
築
物
の
忠
実
な
レ
プ
リ
カ
で
あ
っ
た 

93 

。
し

ば
し
ば
、
こ
れ
ら
の
交
換
は
、
個
人
的
な
利
益
と
損
失
に
帰
着
す
る
が
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
形
で
表
現
さ
れ
た
。

　

例
え
ば
、
詩
人
で
あ
り
書
家
で
あ
る
何
紹
基
（
一
七
九
九 

― 
一
八
七
三
）
は
、

一
八
二
〇
年
の
北
京
の
会
試
の
前
に
何
度
か
夢
を
見
て
い
る
。
そ
の
夢
の
中
で
彼
は

多
く
の
「
マ
ン
ト
ウ
」（
蒸
し
パ
ン
）
の
あ
る
市
場
に
到
達
し
た
。
食
べ
る
た
め
に

92 

『
明
太
祖
御
制
文
集
』16.8a-14b

を
見
よ
。
ま
た
、R

om
eyn Taylor, "M

ing T'ai-tsu's 

Story of a D
ream

," M
onum

enta Serica 32 （1976

）: 1-20

も
見
よ
。

93 M
ichel Strickm

ann, "D
ream

w
ork of Psycho-Sinologists: D

octors, Taoists, 

M
onks," in C

arolyn B
row

n, ed., Psycho-Sinology: The U
niverse of D

ream
s in 

C
hinese C

ulture, pp. 25-46

と R
ussell, "C

hen Tuan at M
ount H

uangbo," pp. 122

を
見
よ
。
ま
た
、K

athleen K
elleher, "Seem

s Taking a Final Exam
 Is Everyone's 

W
orst N

ightm
are," in Los Angeles Tim

es, Tuesday, M
ay 28, 1996, E-1 and E-4

も

見
よ
。
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
中
）

四
七

彼
の
苦
し
い
試
練
に
基
づ
い
て
い
る 

98 

。『
夢
占
逸
旨
』（
夢
の
解
釈
に
つ
い
て
の

残
存
す
る
要
点
）
と
題
さ
れ
た
陳
士
元
の
編
集
に
よ
る
書
物
は
、
歴
史
的
に
詳
細
な

記
述
を
伴
っ
て
、
帝
政
中
国
に
お
け
る
夢
の
解
釈
に
つ
い
て
の
二
つ
の
主
要
な
伝
統

を
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、（
一
）「
兆
」（
予
言
）に
つ
い
て
の
夢
と（
二
）「
幻
」（
幻
想
）

に
つ
い
て
の
夢
で
あ
る
。
科
挙
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、文
学
世
界
と
は
異
な
り
、

夢
は
主
と
し
て
別
世
界
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
と
し
て
機
能
し
た
。
異

な
っ
て
は
い
る
が
、
夢
と
「
覚
」（
意
識
的
知
覚
）
と
は
、
運
命
と
予
知
に
対
す
る

「
知
」（
人
間
の
知
識
）の
一
助
と
な
る
理
解
の
形
式
で
あ
っ
た
。陳
士
元
の
観
点
で
は
、

「
科
甲
爵
品
は
前
兆
有
ら
ざ
る
な
し
」（
す
べ
て
の
試
験
の
成
績
と
官
品
に
は
早
期
の

吉
兆
が
あ
る
）
と
な
る
。
彼
は
そ
の
時
、
科
挙
で
の
成
功
の
め
で
た
い
予
兆
と
し
て

の
夢
に
つ
い
て
の
、
唐
代
か
ら
明
一
代
ま
で
の
書
か
れ
た
証
拠
を
探
し
出
し
た 

99 

。

　

例
え
ば
、
世
評
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
五
人
の
明
朝
皇
帝
が
、
殿
試
に
お
い
て

状
元
を
選
ぶ
の
に
夢
に
拠
っ
た
。
一
三
八
五
年
、
洪
武
帝
は
、
彼
自
身
の
有
名
な

夢
は
権
力
へ
の
宿
命
的
上
昇
の
自
伝
的
記
述
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
釘
と

糸
と
を
夢
に
見
た
こ
と
で
、
丁
顕
を
状
元
と
し
て
選
ん
だ
。
そ
の
理
由
は
、（
一
）

丁
顕
の
姓
は
釘
の
漢
字
音
と
同
音
で
あ
り
、（
二
）
糸
（
絲
）
の
漢
字
は
丁
顕
の
名

「
顯
」
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る 

100 

。
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、

98 

張
鳳
翼
「
序
」（『
夢
占
類
考
』
萬
曆
十
三
年
王
祖
嫡
刻
本
）pp. 1a̶

b

を
見
よ
。
ま

た
、 Lien-che Tu Fang, "M

ing D
ream

s," pp. 59-6o

と O
ng, The Interpretation of 

D
ream

s in Ancient C
hina, pp. 165-66

を
見
よ
。

99 
陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』（
百
部
叢
書
集
成
、芸
文
印
書
館
、一
九
六
八
年
）1.1a, 1.5a, 1.6a, 

6.1a-7a, 8.9a̶
11b. 

自
序
は
嘉
靖
四
一
年
（
一
五
六
二
）。

100 

『
状
元
図
考
』1.5b

。
ま
た
、Lien-che Tu Fang, "M

ing D
ream

s," pp. 60

と R
udolph 

W
agner, "Im

perial D
ream

s in C
hina," in C

arolyn B
row

n, ed., Psycho-Sinology: 

The U
niverse of D

ream
s in C

hinese C
ulture, pp. 11-24

を
見
よ
。

に
結
び
つ
け
ら
れ
た
名
士
た
ち
と
意
思
を
通
じ
合
う
最
良
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
た
ま
に
、
催
眠
術
は
「
図
夢
」（
夢
を
図
に
す
る
）
し
、
人
々
が
夢
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
見
た
と
い
う
も
の
の
意
味
を
解
明
す
る
た
め
に
追
加
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
迫
害
さ
れ
た
明
の
宰
相
・
于
謙
を
祀
る
杭
州
の
廟
（
于
謙
祠
）
は
、
睡
眠
瞑

想
と
夢
の
孵
化
の
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
二
〇
世
紀
ま
で
続
く
科
挙
の
伝
統
と
な
り
、

そ
し
て
、
于
謙
祠
が
杭
州
に
再
建
さ
れ
て
い
る
二
一
世
紀
に
お
い
て
は
復
興
が
あ
り

得
る
も
の
で
あ
る 

96 

。
治
療
上
の
仕
掛
け
と
し
て
の
夢
は
、
一
般
的
に
科
挙
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
外
で
治
療
の
象
徴
と
健
康
の
回
復
と
し
て
使
用
さ
れ
た 

97 

。
例
と
し
て
、

『
夢
占
類
考
』（
夢
の
解
釈
に
つ
い
て
の
分
類
さ
れ
た
研
究
）
と
題
す
る
夢
占
い
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
編
集
し
た
張
鳳
翼
（
一
五
二
七 

― 

一
六
一
三
）
を
見
て
み
よ
う
。

彼
は
、
会
試
に
失
敗
し
た
一
五
六
五
年
の
北
京
へ
の
旅
行
か
ら
戻
り
、
傷
心
が
回
復

し
た
の
ち
も
、
意
気
消
沈
し
て
、
酒
を
飲
む
こ
と
に
傾
き
が
ち
で
、
ず
っ
と
ひ
ど
い

病
気
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
一
五
六
七
年
に
、
道
教
の
一
派
で
あ
る
全
真
教
の
八
仙

を
訪
問
す
る
と
い
う
夢
を
み
た
。
夢
の
中
で
、
呂
洞
賓
は
張
鳳
翼
の
脈
を
取
り
、
彼

に
白
い
薬
を
与
え
た
。
そ
れ
は
や
が
て
彼
を
助
け
て
病
気
か
ら
回
復
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
張
鳳
翼
は
会
試
に
四
度
も
完
敗
し
、
そ
し
て
隠
遁
し
て
彼
の
出
身
地
で
あ

る
蘇
州
で
安
逸
の
中
、戯
曲
を
描
く
と
い
う
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

夢
占
い
に
つ
い
て
の
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
彼
が
一
五
六
五 

― 

六
七
年
の
間
の

96 

『
清
稗
類
鈔
』73.55

。
ま
た
、O

ng, The Interpretation of D
ream

s in Ancient C
hina, 

pp. 36-46; and R
ichard Sm

ith, Fortune-Tellers and Philosophers, pp. 245-46

を
見

よ
。

97 

夢
の
治
療
的
役
割
に
つ
い
て
は
、C

. G
. Jung, D

ream
s 

（Princeton: Princeton 
U

niversity Press, 1974

）, pp. 39-41, 73-74

を
見
よ
。
ユ
ン
グ
は
こ
の
こ
と
を
「
霊
魂

の
償
い
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
呼
ん
だ
。



高
　
　
津
　
　
　
孝

四
八

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
成
化
帝
は
彼
女
に
謝
罪
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
于
謙
の
妻
は
、
流
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
数
年
前
に
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
は
于
謙
の
名
誉
を
回
復
さ
せ
、
于
謙
と
同
様
に

一
四
五
七
年
に
犠
牲
者
と
し
て
殺
さ
れ
た
王
文
（
一
三
九
三 

― 

一
四
五
七
）
の
息

子
に
一
四
六
五
年
の
科
挙
の
受
験
を
許
し
た
（
第
八
章
を
見
よ
）。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
夢
の
で
っ
ち
上
げ
は
確
か
に
そ
の
政
策
的
決
断
の
説
明
と
な
っ
て
お
り
、
そ
し

て
、
于
謙
に
対
し
て
行
わ
れ
た
過
ち
を
正
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夢
は
我
々
に

と
っ
て
、
物
事
は
ど
の
よ
う
に
理
想
的
に
現
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
虚

言
と
し
て
、
歴
史
的
に
有
用
で
あ
る 

102 

。

　

我
々
は
ま
た
、
夢
の
解
釈
が
明
代
の
す
べ
て
の
状
元
の
半
分
以
上
の
も
の
の
人
生

に
お
い
て
重
大
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る 

103 

。
夢
は
、「
図
」
と
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
人
の
性
格
と
行
動
を
理
解
し
、
彼
の
運
命
を
予
知
す
る
た
め
に

分
析
可
能
な
、
他
の
世
界
に
対
す
る
人
間
の
「
象
」（
対
に
な
る
も
の
。
第
九
章
を

見
よ
）
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
明
状
元
図
考
』
は
、
一
三
七
一
年
か
ら

一
五
七
一
年
に
か
け
て
の
状
元
の
夢
を
図
示
し
、議
論
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
最
初
に
顧
鼎
臣
（
一
五
〇
五
年
の
状
元
、
上
記
参
照
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
、
彼
の
ひ
孫
で
あ
る
顧
祖
訓
に
よ
っ
て
継
続
し
て
編
集
さ
れ
た
書
物
で
、
す
べ
て

の
明
代
状
元
の
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
運
命
の
達
成
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

呉
承
恩
と
程
一
楨
が
後
に
、
一
六
〇
四
年
ま
で
の
状
元
の
記
事
を
含
む
材
料
を
加
え

102 Lien-che Tu Fang, "M
ing D

ream
s," pp. 69-70

とH
egel, "H

eavens and H
ells in 

C
hinese Fictional D

ream
s," pp. 1-10

を
見
よ
。

103 

中
国
の
歴
史
に
お
け
る
す
べ
て
の
状
元
に
つ
い
て
の
夢
の
物
語
と
逸
話
に
関
す
る
最
近

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
鄒
紹
志
，
桂
勝
『
中
国
状
元
趣
聞
』（
台
北
、
漢
欣

文
化
事
業
公
司
、1993

年
）pp1-144

「
明
代
以
前
の
カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
見
よ
。

一
四
二
一
年
に
は
、
永
楽
帝
が
殿
試
の
前
に
道
教
の
仙
人
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鶴
を

夢
に
見
た
。
こ
の
前
兆
に
基
づ
い
て
、
彼
は
曾
鶴
齢
を
状
元
に
選
ん
だ
。
と
い
う
の

は
、
曾
の
名
前
が
鶴
の
字
を
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
四
四
八
年
、
正
統
帝
は
殿
試
の
前
に
、
儒
者
と
道
士
と
仏
僧
に
会
う

夢
を
見
て
、
合
格
者
の
知
的
背
景
に
基
づ
い
て
ト
ッ
プ
ス
リ
ー
（
状
元
、
榜
眼
、
探

花
）
の
進
士
を
選
ん
だ
。
状
元
の
彭
時
（
一
四
一
六 

― 

七
五
）
は
世
襲
の
知
識
人

家
族
（
儒
籍
）
出
身
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
。
榜
眼
の
陳
鑒
（
一
四
一
五 

― 

七
一
）

は
か
つ
て
道
観
の
音
楽
の
学
生
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
探
花
の
岳
正

（
一
四
一
八 

― 

七
二
）
は
仏
寺
に
仕
え
て
い
た
。
一
五
四
四
年
に
は
、
嘉
靖
帝
が
、

雷
鳴
を
聞
く
と
い
う
夢
に
よ
っ
て
名
前
に
「
雷
」
字
を
有
す
る
候
補
者
を
選
ん
だ
。

浙
江
出
身
の
秦
鳴
雷
（
一
五
一
八 

― 

九
三
）
は
、
そ
の
夢
の
受
益
者
で
あ
っ
た 

101 

。

　

現
世
の
皇
帝
と
あ
の
世
の
神
々
や
幽
霊
と
の
間
の
交
流
を
語
る
言
説
に
つ
い
て

は
、
皇
帝
の
夢
を
検
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
多
く
は
、
皇
帝
の
で
っ
ち

上
げ
で
あ
り
、
そ
の
他
は
、
支
配
者
の
せ
い
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
で
っ
ち
上
げ
で

あ
っ
て
さ
え
、
そ
の
夢
は
歴
史
的
な
出
来
事
を
利
用
し
、
そ
れ
ら
を
語
ら
れ
た
教
訓

話
へ
と
練
り
上
げ
る
文
化
的
な
根
拠
を
表
象
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
于
謙
は
彼
の
流

刑
に
さ
れ
た
妻
の
面
前
に
幽
霊
と
し
て
出
現
し
、
彼
が
皇
帝
の
面
前
に
正
常
な
姿
で

出
現
し
、
彼
の
事
件
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
妻
の
両
眼
を
借
り
た
い

と
頼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
翌
朝
、
于
謙
の
妻
は
失
明
し
た
が
、
一
方
、
于
謙

自
身
は
皇
帝
の
面
前
に
、
宮
殿
に
突
然
起
こ
っ
た
火
事
の
最
中
に
い
る
イ
メ
ー
ジ
で

出
現
し
た
。
不
当
な
措
置
が
一
四
五
七
年
に
于
謙
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
理
解

し
て
、
皇
帝
は
于
謙
の
妻
に
謝
罪
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
っ
た
夢

101 

『
状
元
図
考
』1.21b

、『
制
義
科
瑣
記
』1.39

、
そ
し
て
、『
前
明
科
場
異
聞
録
』A

.45a-b

。

ま
た
、Lien-che Tu Fang, "M

ing D
ream

s," pp. 60-61

を
見
よ
。



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン

　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
中
）

四
九

　

我
々
の
目
的
に
と
っ
て
、
こ
の
文
化
的
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
「
明
白
な
内
容
」
は
、

部
分
的
に
、
受
験
生
活
が
必
然
的
に
伴
う
男
性
の
苦
悶
と
、
そ
れ
を
動
機
付
け
る
心

理
学
的
緊
張
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。状
元
の「
潜
在
的
な
夢
の
思
考
」は
、

常
に
、
明
代
中
国
に
特
有
の
明
白
に
文
化
的
な
言
説
の
中
で
暗
号
化
さ
れ
、
転
移
さ

れ
、
修
正
さ
れ
、
そ
し
て
、
歪
め
ら
れ
た
た
め
に
、
我
々
に
と
っ
て
決
し
て
分
か
り

や
す
い
も
の
で
は
な
い
傾
向
が
あ
る
が
、
我
々
は
、
そ
の
よ
う
な
夢
を
見
た
と
主
張

す
る
男
性
た
ち
と
家
族
の
心
理
学
的
構
造
と
彼
ら
の
社
会
史
的
体
験
、
圧
力
の
間
の

相
互
関
係
の
い
く
つ
か
の
外
面
的
側
面
に
つ
い
て
、
謎
を
解
読
し
始
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
ら
の
抑
制
と
昇
華
は
、
今
日
我
々
が
直
感
的
に
理
解
で
き
る
も
の
と
は

か
け
離
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の
思
考
に
対
す
る
彼
ら
の
意
識
的
な
受
容

と
拒
否
の
文
化
的
な
用
語
は
、
我
々
の
時
代
で
は
な
く
、
彼
ら
の
時
代
に
よ
っ
て
定

義
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
彼
ら
の
心
的
な
意
識
の
流
れ
を
「
流
れ
」

「
抑
圧
」
ま
た
は
「
昇
華
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、時
代
を
超
え
た
、文
化
か
ら
文
化
へ
の
、

人
間
の
営
み
の
意
識
的
、無
意
識
的
内
面
化
に
お
い
て
歴
史
的
変
化
を
加
え
ら
れ
た
、

明
代
の
知
識
人
に
つ
い
て
よ
り
も
我
々
自
身
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る 

107 

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、彼
ら
の
図
像
的
に
記
録
さ
れ
た「
夢
の
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
通
じ
て
、
我
々
は
幸
な
こ
と
に
二
度
と
一
字
一
句
変
え
る
こ
と
な
く
再
現
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
試
験
場
個
室
の
中
で
前
近
代
の
試
験
の
ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲
れ
る

107 

「
人
間
の
営
み
の
歴
史
化
」
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
チ
ェ
『
道
徳
の
系
譜
』（Friedrich 

N
ietzsche, O

n the G
enealogy of M

orals, translated by Francis G
olffi

ng 

（G
arden 

C
ity, N

.Y.: A
nchor B

ooks, 1956

））
の
諸
所
及
び
『
善
悪
の
彼
岸
』（Friedrich 

N
ietzsche, Beyond G

ood and Evil, translated by W
alter K

aufm
ann 

（N
ew

 York: 

V
intage B

ooks, 1966

））
の
ニ
ー
チ
ェ
序
文
を
見
よ
。
ま
た
、
ユ
ン
グ
『
夢
』（Jung, 

D
ream

s, pp. 71-72

）
に
お
け
る
、
夢
の
中
で
作
ら
れ
た
連
想
を
確
定
す
る
た
め
に
「
文

脈
を
取
り
上
げ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
を
見
よ
。

た
。
こ
の
準
公
的
な
著
作
に
は
、
後
の
版
も
存
在
し
て
い
る
が
、
一
六
〇
七
年
版
は
、

明
の
翰
林
学
士
で
あ
る
沈
一
貫
（
一
五
三
一 

― 

一
六
一
五
）
に
よ
る
新
し
い
序
文

が
施
さ
れ
、
栄
え
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
沈
一
貫
は
序
文
を
付
す
こ
と
で
、
本
書
を
、

明
代
に
流
行
し
て
い
た
、
偉
大
な
人
物
の
、
成
功
を
夢
に
見
た
と
い
う
受
け
入
れ
可

能
な
伝
記
的
記
録
と
し
て
認
可
を
与
え
た
の
で
あ
る 

104 

。

　

こ
の
よ
う
な
成
功
を
予
告
す
る
夢
は
、
様
々
な
書
物
に
記
述
さ
れ
、
そ
し
て
、
夢

を
身
体
が
眠
っ
て
い
る
間
に
心
か
ら
抜
け
出
た
意
識
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
図
示
的
に

描
写
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
明
代
の
版
刻
に
お
い
て
図
解
さ
れ
た 

105 

。
小
北
斗

星
の
よ
う
な
星
座
の
サ
イ
ン
、
犬
の
肉
の
よ
う
な
め
で
た
い
前
兆
、
そ
し
て
、
珍
し

い
暗
合
が
、
明
代
の
信
念
に
流
れ
込
ん
だ
。
そ
の
信
念
と
は
、
休
息
し
て
い
る
精
神

は
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
や
シ
ン
ボ
ル
の
文
化
的
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
編
み
上
げ
る
傾
向

が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
や
シ
ン
ボ
ル
の
表
層
は
、
そ
れ
ら

が
含
意
す
る
明
白
な
内
容
の
た
め
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
歴
史
的
構
築
物
と
し
て
、
そ
の
謎
が
解
読
を
必
要
と
す
る
実
際

の
夢
と
し
て
で
は
な
く
、
解
釈
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
べ
て
の
夢
は
、
そ
の
夢

が
夢
み
ら
れ
た
時
、
場
当
た
り
的
な
構
築
物
と
し
て
現
れ
、
内
容
の
明
白
な
夢
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
夢
の
謎
に
対
す
る
明
代
の
説
明
を
、
こ
の
よ
う
な
夢
と
そ
の
文

化
的
解
釈
が
科
挙
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
を
知
る
た
め
の
分

析
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る 

106 

。

104 

『
状
元
図
考
』
の
凡
例pp.1a-b 

と
沈
一
貫
の
序
文pp.1a-b 

を
見
よ
。
ま
た
、『
状
元
図
考
』

と
呼
ば
れ
る
沈
一
貫
の
版
本
に
つ
い
て
の
議
論
に
つ
い
て
は
上
述
注
60
及
び
第
七
章
の

明
代
の
出
版
に
つ
い
て
の
議
論
を
見
よ
。

105 Judith Zeitlin

は
、
彼
女
の
著
書 H

istorian of the Strange, pp. 137, 173

に
お
い
て
、

夢
を
「
夢
の
泡
」
と
し
て
イ
ラ
ス
ト
す
る
こ
の
木
版
技
術
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

106 

『
状
元
図
考
』
の
諸
所
に
見
ら
れ
る
。



高
　
　
津
　
　
　
孝

五
〇

れ
は
、
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
商
輅
（
一
四
一
四 

― 

八
六
）
が
お
そ
ら
く
一
四
三
五

年
よ
り
以
前
の
あ
る
時
、「
学
舎
」（
家
族
の
書
斎
）
で
古
典
を
学
習
し
て
い
る
青
年

時
代
に
見
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
絵
に
付
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
文
章
に
よ
る

と
、
商
輅
の
先
生
で
あ
る
「
洪
士
」
と
い
う
名
の
男
が
そ
の
部
屋
で
彼
と
一
緒
に
生

活
し
、
彼
の
科
挙
受
験
の
準
備
を
助
け
て
い
た
。
書
斎
の
上
品
な
道
具
立
て
、
清
潔

な
勉
強
机
に
は
、
す
べ
て
の
書
道
家
に
要
求
さ
れ
る
筆
記
用
具
が
完
備
し
て
い
る

（
第
五
章
を
見
よ
）。
そ
し
て
彼
が
住
み
込
み
の
家
庭
教
師
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事

実
は
、
す
べ
て
商
輅
の
浙
江
の
一
家
が
か
な
り
の
資
産
家
の
一
つ
で
あ
り
、
彼
に
古

典
的
学
習
に
専
念
す
る
の
に
必
要
な
時
間
と
文
化
的
リ
ソ
ー
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貧
し
い
身
か
ら
出
世
し
た
人
の
物
語
で
は
な

い 

109 

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
図
版
の
中
で
は
、
商
輅
は
熱
心
に
勉
強
し
て
い
る
よ
う
に
は
描

か
れ
て
い
な
い
。
熱
心
な
勉
強
は
、
古
典
的
教
養
と
未
来
の
科
挙
に
お
け
る
成
功
へ

の
道
に
お
け
る
心
的
準
備
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
も
の
で
あ
る
。

事
実
、
彼
は
勉
強
中
に
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
、
彼
の
先
生
は
不
在
で
あ
り
、

商
輅
の
頭
か
ら
、
一
人
の
男
が
髪
の
毛
で
一
つ
に
縛
ら
れ
た
三
つ
の
人
頭
を
掴
ん
で

い
る
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
放
射
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
男
は
そ
の
三
つ
の
頭
を
商
輅
に
贈

呈
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
今
一
歩
、「
三
つ
の
頭
」
と
「
三
元
」（
郷
試
、
会
試
、

殿
試
の
全
て
に
ト
ッ
プ
合
格
し
た
者
）
と
の
間
の
重
な
り
に
つ
い
て
探
究
す
べ
き
だ

ろ
う
。
そ
れ
ら
は
中
国
語
に
お
い
て
も
、
英
語
に
お
い
て
も
、
構
造
的
に
一
致
す
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
夢
の
中
で
用
い
ら
れ
た
頭
に
対
す
る
中
国
語
の
単
語
は
「
頭
」

で
は
な
く
、「
首
」
で
あ
り
、
両
者
は
、
最
初
に
や
っ
て
く
る
、
ト
ッ
プ
で
あ
る
、

109 

商
輅
の
人
生
に
つ
い
て
は
、『
明
史
』7/4687-91 

と D
ictionary of M

ing Biography, 

pp. 1161-63
を
見
よ
。

日
々
を
彼
ら
が
送
っ
た
時
、
何
が
彼
ら
の
心
を
苦
し
め
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

の
生
々
し
い
感
覚
を
確
か
に
我
々
は
得
る
こ
と
に
な
る 

108 
。

　

図
6.4
は
、『
明
状
元
図
考
』
の
た
め
に
黄
応
澄
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
明
代
後
期

の
木
版
画
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
三
つ
の
人
頭
が
一
四
四
五
年
の
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

出
現
す
る
。
こ
の
絵
は
、
あ
る
夢
、
実
際
に
は
「
白
昼
夢
」
を
表
象
し
て
い
る
。
そ

108 A
bell, The C

ollective D
ream

 in Art, pp. 62-70

。「
あ
る
願
望
に
つ
い
て
の
達
成
感

を
得
よ
う
と
す
る
企
み
」
と
し
て
の
古
典
的
な
、
そ
し
て
そ
れ
は
極
度
の
単
純
化
さ

れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
夢
の
例
は
、
飢
え
て
い
る
と
き
に
食
べ
物
を
夢
に
見
る
こ

と
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
、
喉
が
乾
い
た
と
き
に
水
を
夢
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。
フ

ロ
イ
ト
『
続
・
精
神
分
析
入
門
講
義
』（Sigm

und Freud, N
ew

 Introductory Lectures 

on Prychoanalysis, translated by Jam
es Strachey （N

ew
 York: N

orton, 1964

）, pp. 
7-30

）、
特
に
、
フ
ロ
イ
ト
を
「
夢
と
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
」
の
議
論
へ
と
導
い
た
、「
心

的
消
耗
」
と
い
う
症
状
を
呈
し
た
博
士
号
試
験
を
準
備
し
て
い
る
学
生
の
治
療
に
関
す

る
文
章pp. 43-44

を
参
照
の
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

図6.4 三つの首の出現（1445年（正統10
年）商輅の夢のビジョン）：顧鼎臣、顧祖
訓編、1607年（万暦35年）刊『明状元図考』
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
中
）

五
一

報
を
欠
く
た
め
に
、
我
々
は
、
明
代
後
期
の
編
集
者
に
よ
っ
て
絵
画
化
さ
れ
た
よ
う

な
穏
や
か
で
明
白
な
内
容
を
抱
く
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
代
文
化
の
標
準

か
ら
す
れ
ば
、
明
確
に
人
を
悩
ま
せ
る
夢
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
我
々
は
そ
こ
に
血

と
血
糊
を
読
み
込
み
す
ぎ
る
べ
き
で
は
な
い 

110 

。

　

目
覚
め
た
時
、
商
輅
は
直
ち
に
そ
の
夢
の
明
白
な
内
容
を
彼
の
先
生
に
語
っ
た
。

先
生
は
、勉
強
中
に
居
眠
り
を
し
た
こ
と
で
彼
を
叱
る
ど
こ
ろ
か
、彼
に
そ
れ
は
「
吉

夢
」
で
あ
る
と
告
げ
た
。「
人
首
三
顆
」（
三
つ
の
人
頭
）
は
、
科
挙
の
受
験
生
と
し

て
の
商
輅
の
人
生
の
未
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、後
知
恵
に
よ
っ

て
、
夢
を
そ
の
表
面
上
の
意
味
に
お
い
て
解
読
す
る
こ
と
は
十
分
に
た
や
す
い
。
商

輅
の
予
知
さ
れ
た
成
功
は
、
彼
が
二
十
一
歳
の
と
き
に
、
一
四
三
五
年
の
浙
江
の
地

方
試
験
を
第
一
位
で
合
格
し
た
と
き
確
証
と
な
っ
た
。
彼
は
十
年
後
、
第
一
位
で
首

都
の
試
験
に
合
格
し
、
そ
し
て
、
一
四
四
五
年
の
殿
試
で
状
元
の
名
を
得
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
の
「
三
つ
の
頭
」
の
最
後
を
得
た
時
、
そ
の
予
言
を
や
り
遂
げ
た
。
商

輅
は
、
こ
の
点
で
明
代
の
科
挙
に
お
い
て
三
元
を
達
成
し
た
唯
一
の
知
識
人
で
あ
っ

た
。
一
人
の
試
験
官
と
し
て
の
彼
自
身
の
影
響
力
に
よ
っ
て
、
商
輅
は
他
の
向
上
心

に
燃
え
る
挑
戦
者
の
王
鏊
（
一
四
五
〇 

― 

一
五
二
四
）
が
そ
の
偉
業
を
再
現
し
な

い
よ
う
に
配
慮
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
明
代
で
は
商
輅
だ
け
が
こ
の
排
他
的
な
科

挙
の
高
み
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
（
第
七
章
を
見
よ
）。

　

特
定
の
問
題
に
つ
い
て
の
合
理
化
と
し
て
の
、後
知
恵
に
基
づ
く
解
釈
に
よ
れ
ば
、

商
輅
の
夢
は
、
彼
の
成
功
を
運
命
の
自
然
な
結
果
と
し
て
提
示
す
る
。
こ
の
よ
う
な

前
例
の
な
い
成
功
を
達
成
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
勤
勉
さ
と
古
典
の
暗
記
は
、
名

声
と
富
と
高
い
政
治
的
役
所
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
道
の
た
め
に
考
慮
の
外
に
置
か
れ

110 B
odde and M

orris, Law
 in Im

perial C
hina, pp. 133-34, 552

。

も
し
く
は
リ
ー
ダ
ー
に
関
連
す
る
概
念
を
描
写
す
る
の
に
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
身
体
に
接
続
す
る
頭
部
の
よ
り
肉
体
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
首
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
血
み
ど
ろ
の
シ
ー
ン
で
も

な
く
（
例
え
ば
、
血
は
全
く
描
写
さ
れ
な
い
）、　

即
時
の
栄
誉
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ

う
も
の
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
つ
の
身
体
を
欠
い
た
頭
が
、
多

く
の
他
人
に
打
ち
勝
っ
て
勝
利
す
る
だ
ろ
う
商
輅
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
し
て
贈
呈
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
商
輅
は
、
穏
や
か
に
休
息
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
我
々
は
こ

れ
は
願
望
に
基
づ
い
た
夢
で
あ
り
、
あ
か
ら
さ
ま
な
苦
悶
も
し
く
は
罰
に
よ
っ
て
直

接
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
確
信
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
明
ら
か
に
そ
の
賞
金
は
極
め
て
高
額
で
、
そ
し
て
肉
体
を
犠

牲
に
す
る
と
い
う
幾
分
か
の
感
覚
が
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
男
に
よ
っ
て
三
つ
の
頭
が

片
方
の
手
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
放
射
さ
れ
て
い

る
。
我
々
は
、
学
生
で
は
な
く
、
帝
政
中
国
の
武
人
が
例
に
よ
っ
て
彼
ら
の
敵
の
頭

を
切
断
し
、
そ
れ
ら
を
彼
ら
の
リ
ー
ダ
ー
に
、
戦
争
に
お
け
る
全
体
的
勝
利
を
確

認
す
る
た
め
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
し
て
贈
呈
す
る
と
根
拠
な
く
推
測
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
も
し
く
は
、
我
々
は
、
斬
首
が
、
も
し
万
一
犯
罪
が
「
よ
り
軽
微
な
」
も
の
と

は
対
照
的
に
「
重
大
な
」
も
の
で
あ
る
と
裁
定
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
絞
殺
に

よ
る
、
も
し
く
は
切
り
刻
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
死
を
必
然
的
に
要
求
す
る
も
の
と
な

る
だ
ろ
う
が
、
明
王
朝
の
法
典
が
死
に
値
す
る
事
件
に
お
い
て
強
制
す
る
法
律
的
基

準
で
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
商
輅
の
夢
に
対
す
る

軍
事
的
そ
し
て
法
的
な
解
釈
は
、
そ
こ
で
は
競
争
し
て
勝
利
す
る
こ
と
が
他
者
の
敗

北
を
意
味
す
る
と
い
う
科
挙
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
喚
起
す
る
点
で
、
夢
そ
の
も
の
と
い
く

つ
か
の
極
め
て
限
定
さ
れ
た
関
連
性
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
夢
の
潜
在

的
な
特
質
に
つ
い
て
我
々
に
よ
り
多
く
の
こ
と
を
告
げ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
詳
細
な
情



高
　
　
津
　
　
　
孝

五
二

の
最
良
の
作
品
と
し
て
選
ば
れ
た
。
明
代
後
期
の
観
衆
に
と
っ
て
、
単
一
の
夢
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
、
こ
れ
ら
数
時
間
、
数
日
、
数
ヶ
月
、
そ
し
て
数
年
に
も
わ
た
る
勤
勉
な

学
習
に
と
っ
て
変
わ
り
、
商
輅
が
大
変
幸
運
に
も
勝
ち
取
っ
た
高
い
名
誉
を
求
め
て

の
競
争
の
息
苦
し
さ
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た 

112 

。

　

一
五
八
三
年
の
状
元
で
あ
る
朱
国
祚
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
類
似
の
夢
は
、
図
6.5

に
お
け
る
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
状
元
図
考
』
の
明
代
後
期
の

編
集
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
注
釈
に
お
い
て
、
若
い
受
験
生
の
朱
国
祚
が
通
州
で
の
地

方
試
か
ら
家
に
帰
る
途
中
、
一
人
の
友
人
が
彼
を
船
に
招
き
宴
会
を
始
め
た
こ
と
を

記
録
し
て
い
る
。
途
中
の
渡
し
場
で
、
そ
の
友
人
は
朱
国
祚
を
遊
女
の
た
く
さ
ん
い

る
酒
屋
に
引
っ
張
り
込
ん
だ
。
驚
い
た
朱
国
祚
は
、
酒
屋
の
門
を
走
り
出
て
、
止
ま

る
こ
と
な
く
歩
い
て
二
〇
里
離
れ
た
通
州
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
朱
国
祚
が
地
方
試

を
受
験
し
た
時
、
彼
は
書
斎
で
夢
を
見
た
。
そ
れ
は
商
輅
と
同
じ
く
白
昼
夢
で
、
そ

112 

『
明
代
登
科
録
彙
編
』
巻
一
「
会
試
録
」（
一
四
四
五
年
）
十
四
表
を
見
よ
。

る 
111 

。
し
か
し
、
よ
り
歴
史
的
に
解
釈
す
る
と
、
商
輅
が
一
四
三
五
年
の
地
方
試

に
合
格
し
た
後
、
彼
が
お
そ
ら
く
一
四
三
六
年
、
一
四
三
九
年
そ
し
て
一
四
四
二
年

の
首
都
の
試
験
を
失
敗
し
た
時
、
彼
が
持
っ
た
無
視
で
き
な
い
不
安
が
何
で
あ
る
は

ず
で
あ
っ
た
か
を
、
こ
の
穏
や
か
な
夢
は
隠
蔽
し
て
い
る
。
一
四
三
五
年
に
は
彼

は
二
〇
歳
を
超
え
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
商
輅
も
お
そ
ら
く
浙
江
の
極
め
て

競
争
率
の
高
い
地
方
試
に
二
回
失
敗
し
て
お
り
、
首
都
の
試
験
を
加
え
る
と
三
回
失

敗
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
大
抵
の
受
験
生
の
よ
う
に
（
第
五
章
参
照
）、
そ
の
時
、

商
輅
は
、
誰
も
が
切
望
す
る
進
士
の
学
位
を
得
て
官
僚
と
な
る
た
め
、
三
十
代
ま
で

待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

失
敗
が
記
録
に
加
え
ら
れ
る
と
き
、
予
知
さ
れ
た
成
功
の
物
語
は
よ
り
一
層
疑
わ

し
い
も
の
と
な
る
。
暗
記
に
費
や
さ
れ
た
子
供
時
代
（
例
え
ば
、
商
輅
は
『
尚
書
』

を
得
意
と
し
た
）
の
数
年
間
、
そ
し
て
書
斎
で
広
く
勉
強
し
科
挙
エ
ッ
セ
イ
を
練

習
す
る
こ
と
に
費
や
さ
れ
た
青
年
時
代
は
、
忘
却
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

一
四
四
五
年
の
科
挙
に
つ
い
て
の
首
都
の
記
録
は
、
商
輅
の
八
股
文
が
特
に
傑
出
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
四
書
』
に
つ
い
て
の
彼
の
三
つ
の

八
股
文
は
そ
の
ど
れ
一
つ
も
最
も
優
れ
た
文
章
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
。『
尚
書
』

か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
の
彼
の
四
つ
の
八
股
文
の
う
ち
た
っ
た
一
つ
し
か
最
も
優
れ

た
文
章
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
。
商
輅
は
第
二
場
に
お
い
て
最
良
の
論
と
表
を
書
い

た
こ
と
で
名
を
揚
げ
た
。
そ
し
て
第
三
場
に
お
け
る
彼
の
策
問
の
一
つ
も
、
策
問
中

111 Sheang [Shang] Yen-liu

商
衍
鎏, "M

em
ories of the C

hinese Im
perial C

ivil Service 

Exam
ination System

," p. 52 

を
見
よ
。
そ
こ
で
は
勤
勉
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。「
実
際
上
、
人
が
中
断
す
る
こ
と
な
く
毎
日
勉
強
す
る
限
り
は
、
こ

れ
は
﹇
す
な
わ
ち
、
極
め
て
大
量
の
暗
記
﹈
は
達
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
―
そ
れ
に
つ
い

て
は
何
の
不
思
議
な
こ
と
も
奇
跡
的
な
こ
と
も
存
在
し
な
い
」。

図6.5 馬に乗った両頭の人の出現（1583
年（万暦11年）朱国祚の夢のビジョン）：
顧鼎臣、顧祖訓編、1607年（万暦35年）
刊『明状元図考』
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
中
）

五
三

の
中
で
馬
に
乗
っ
た
両
頭
の
人
が
彼
の
前
に
現
れ
た
。
朱
国
祚
は
、
こ
れ
は
奇
妙
な

こ
と
で
あ
る
と
思
っ
た
が
、
夢
の
中
で
彼
は
、
両
頭
の
人
物
の
前
に
出
る
た
め
に
自

分
の
乗
っ
た
馬
を
駆
り
立
て
た
。

　

朱
国
祚
が
実
例
で
明
ら
か
に
し
た
有
徳
の
行
為
は
、
彼
が
経
験
し
た
夢
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
た
め
の
道
徳
的
背
景
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
夢
の
現
実
の
意
味
は
、
殿
試
の
ラ

ン
キ
ン
グ
が
出
る
ま
で
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
朱
国
祚
は
地
方
試
で
も
首
都
の

試
験
で
も
ト
ッ
プ
を
取
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
状
元
と
し
て
の
地
位
は
た

だ
「
一
つ
の
頭
」
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
試
と
首
都
の

試
験
で
共
に
ト
ッ
プ
を
取
り
、
そ
の
た
め
「
二
つ
の
頭
」
を
持
つ
男
で
あ
っ
た
李
廷

機
に
優
っ
て
殿
試
を
終
了
し
た
と
朱
国
祚
が
理
解
し
た
時
、
そ
の
夢
の
明
白
な
意
味

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
夢
の
中
で
李
廷
機
に
先
ん
じ
て
通
り
過
ぎ
る
こ
と
で
、
朱
国

祚
は
、
名
誉
と
な
る
「
二
元
」（
二
つ
の
ト
ッ
プ
）
を
有
す
る
一
人
の
男
に
先
ん
じ

て
試
験
を
終
了
す
る
こ
と
を
確
信
し
た
。「
一
つ
の
頭
」
は
、少
な
く
と
も
こ
の
ケ
ー

図6.6 精霊が状元を報告する（1454年
（景泰5年）孫賢の夢のビジョン）：顧
鼎臣、顧祖訓編、1607年（万暦35年）
刊『明状元図考』

図6.7 天の門に入る（1544年（嘉靖
23年）秦鳴雷の夢のビジョン）：顧鼎
臣、顧祖訓編、1607年（万暦35年）
刊『明状元図考』

ス
で
は
二
つ
よ
り
も
良
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る 

113 

。

　

明
代
の
状
元
に
典
型
的
な
夢
は
、
編
集
者
の
宗
教
的
信
念
が
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
殿
試
で
一
番
に
な
る
と
い
う
願
望
充
足
の
夢
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
図
6.6
に

お
い
て
は
、
一
人
の
精
霊
が
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
現
れ
、
彼
の
家
の
門
の
と
こ
ろ

で
、
将
来
の
一
四
五
四
年
の
状
元
で
あ
る
孫
賢
に
対
し
て
予
告
を
行
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
孫
賢
は
、
快
適
な
書
斎
の
中
の
机
の
上
で
、
近
く
に
茶
杯
、
茶
瓶
を
伴
っ
て
、

本
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
居
眠
り
を
し
て
い
る
。
そ
の
伝
令
官
は
、
状
元
の
文
字
の

入
っ
た
黄
色
い
ペ
ナ
ン
ト
を
掲
げ
て
お
り
、彼
は
公
に
「
金
榜
」（
最
終
順
位
リ
ス
ト
）

を
公
表
す
る
こ
と
に
責
任
を
持
つ
人
物
の
正
式
な
官
服
に
身
を
包
ん
で
い
る
。
編
集

者
た
ち
は
、
我
々
に
対
し
て
、
孫
賢
の
成
功
も
、
そ
れ
に
連
想
に
よ
っ
て
結
び
つ
い

た
い
く
つ
か
の
吉
兆
の
夢
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る 

114 

。

　

同
様
の
願
望
充
足
の
夢
は
、
多
く
の
明
代
の
状
元
も
し
く
は
彼
ら
の
一
族
の
メ
ン

113 

『
状
元
図
考
』3.33 a-34a

。

114 

『
状
元
図
考
』2.11b-13a

。



高
　
　
津
　
　
　
孝

五
四

た
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
図
6.8
は
、
柯
潛
（
一
四
二
三 

― 

七
三
）
が
自
宅
の
祭
壇

の
正
面
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
眠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
、
彼
自
身
が

寺
院
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
座
に
座
ら
さ
れ
て
友
人
た
ち
と
食
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
夢
に
見
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
彼
の
友
人
の
一
人
が
「
羊
頭
」
を
珍
味
の
一

つ
と
し
て
贈
呈
し
て
い
る
。「
拆
字
」（
書
か
れ
た
言
葉
を
解
釈
す
る
技
術
）
を
用
い

て
、
そ
の
晩
餐
会
に
出
席
し
た
人
々
は
、
こ
れ
が
柯
潛
の
た
め
に
何
を
予
言
し
て
い

る
の
か
を
巧
妙
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
十
二
の
天
上
の
幹
と
、
一
〇
の
地
上
の
枝

を
用
い
て
時
間
を
跡
付
け
る
六
〇
日
の
太
陰
周
期
に
従
う
と
、
一
四
五
一
年
は
「
辛

未
」
の
年
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
羊
の
図
は
、
六
〇
日
周
期
に
お
け
る
「
辛
」
字

の
下
部
に
似
て
い
る
。
一
四
五
一
年
は
羊
の
年
で
あ
る
。
し
か
も
、
頭
そ
れ
自
身
は

そ
の
年
に
ト
ッ
プ
で
合
格
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る 

116 

。

　

願
望
充
足
の
夢
は
、
し
ば
し
ば
庶
民
文
化
、
宗
教
に
結
び
付
け
ら
れ
た
め
で
た
い

116 

『
状
元
図
考
』2.10b-11a

。
ま
た
、
一
五
四
七
年
の
状
元
に
名
誉
を
与
え
る
食
事
の
描

写
に
つ
い
て
は
、『
状
元
図
考
』3.14a-15a 

を
見
よ
。

バ
ー
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
秦
鳴
雷
は
、
彼
が
一
五
四
四
年
の
状
元
に
な

る
以
前
、「
天
門
」（
天
上
の
宮
殿
の
門
）
を
襲
撃
す
る
夢
を
何
度
も
見
た
。
図
6.7

は
、
秦
鳴
雷
が
白
昼
夢
を
見
て
い
る
、
河
と
山
を
見
下
ろ
す
上
品
な
田
舎
の
四
阿
の

二
階
か
ら
放
射
す
る
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る
。
夢
の
中
で
彼
は
、
高
い
壁

の
都
市
の
閉
じ
た
門
に
向
か
っ
て
、
上
方
へ
と
自
分
の
馬
を
鞭
打
っ
て
い
る
。
科
挙

は
普
通
、
官
僚
の
世
界
の
門
に
入
る
手
段
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
秦

鳴
雷
の
夢
は
そ
こ
に
皇
帝
が
居
住
す
る
、
城
壁
で
囲
ま
れ
た
帝
都
に
入
る
こ
と
を
禁

じ
て
い
る
門
に
向
け
て
明
確
に
指
向
さ
れ
て
い
る
。
状
元
と
し
て
の
彼
は
、
そ
の
門

に
意
気
揚
々
と
し
て
入
り
、
そ
し
て
翰
林
学
士
と
し
て
宮
廷
で
仕
え
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
こ
の
夢
の
別
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
一
四
七
二
年
の
状
元
で
あ
る
呉
寛

（
一
四
三
六 

― 

一
五
〇
四
）
が
殿
試
の
前
に
夢
見
た
も
の
で
あ
る 

115 

。

　

豪
華
な
食
事
や
金
持
ち
、
権
力
者
と
の
親
し
い
交
際
は
、
受
験
生
た
ち
の
夢
の
ま

115 

『
状
元
図
考
』3.12b-13b

を
参
照
せ
よ
。「
龍
の
頭
」「
龍
神
」
も
同
様
に
、
一
四
七
八

年
（3.24b-25b

）、一
五
二
六
年
（3.4a-b

）
の
状
元
の
た
め
の
吉
兆
の
夢
の
中
に
現
れ
た
。

図6.8 羊の頭を送る（1451年（景泰
2年）柯潛の夢のビジョン）：顧鼎臣、
顧祖訓編、1607年（万暦35年）刊『明
状元図考』

図6.9 黄鶴の出現（1505年（弘治
18年）顧鼎臣の夢のビジョン）：顧
鼎臣、顧祖訓編、1607年（万暦35年）
刊『明状元図考』
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
中
）

五
五

れ
た
。
そ
し
て
顧
鼎
臣
は
、
彼
の
運
命
が
決
し
て
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

示
す
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
め
で
た
い
出
来
事
の
全
て
の
記
録
を
集
め
続
け
た
の
で

あ
っ
た 

117 

。

　

沈
坤
（
一
五
〇
七 

― 

六
〇
）
は
、
一
五
四
一
年
の
状
元
で
あ
る
が
、（
図

6.10
に
描

か
れ
た
よ
う
に
）
寝
室
で
眠
っ
て
い
る
時
、
最
初
、
め
で
た
い
夢
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
も
の
を
み
た
。
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、沈
坤
の
寝
室
の
窓
か
ら
外
へ
流
れ
出
て
お
り
、

そ
の
中
で
「
仙
」（
道
教
の
仙
人
）
が
沈
坤
に
丸
薬
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
目
覚

め
る
と
胸
中
に
も
の
が
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
、
奇
妙
な
、
お
香
の
よ
う
な
香
り
が
、

部
屋
を
包
み
込
み
、
人
の
鼻
腔
を
過
度
に
刺
激
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
夢
の
中
で
、

沈
坤
は
明
ら
か
に
丹
薬
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
は
明
白
に
彼
を
、
江
蘇
北
部
の
淮
安

郡
の
彼
の
出
身
地
か
ら
の
最
初
の
状
元
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
丹
薬
の
完
全
な
効
果
は
、
丁
士
美
が
淮
安
出
身
の
二
番
目
の
状
元
に

な
る
十
八
年
後
の
一
五
五
九
年
ま
で
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
沈
坤
の
胸
の
中
で
成
長

し
て
い
た
も
の
が
淮
安
出
身
の
別
の
状
元
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

丁
士
美
が
状
元
に
な
っ
た
時
、
沈
坤
の
政
治
的
な
幸
運
は
下
り
坂
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
彼
は
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
虚
偽
の
罪
で
処
刑
さ
れ
た
が
、
こ
の

処
置
に
対
し
て
は
、
沈
坤
の
悪
名
高
い
行
為
や
酷
く
嫌
わ
れ
た
性
格
の
た
め
に
誰
も

反
対
し
な
か
っ
た
。
何
が
起
こ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
通
俗
的
な
見
解
は
、「
新
状
元

入
朝
、旧
状
元
入
獄
」（
新
し
い
状
元
が
朝
廷
に
入
り
、旧
い
状
元
が
監
獄
に
入
っ
た
）

で
あ
っ
た
。
編
集
者
は
、「
栄
辱
禍
福
事
皆
前
定
」（
沈
坤
の
輝
か
し
い
成
功
と
不
幸

117 
『
明
状
元
図
考
』2.38a-39a

。Eberhard, Lexikon chinesischer Sym
bole, pp. 163-64

を
見
よ
。ま
た
、Ong,  The Interpretation of D

ream
s in Ancient C

hina, p. 112

も
見
よ
。

後
者
は
有
名
な
「
赤
壁
賦
」
の
中
で
の
蘇
軾
の
夢
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で

蘇
軾
は
道
教
の
仙
人
と
鶴
を
同
一
視
し
て
い
る
。

前
兆
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
一
族
の
受
験
生
と
構
成
員
の
希
望
と
抱
負
を
確
認

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
夢
の
中
で
描
写
さ
れ
た
前
兆
は
、

地
元
の
小
さ
な
宗
教
的
祠
も
し
く
は
名
士
た
ち
や
神
々
に
つ
い
て
の
道
教
と
仏
教
の

万
神
殿
に
由
来
す
る
単
刀
直
入
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。『
明
状
元
図
考
』
の
編
者

の
一
人
で
あ
る
一
五
〇
五
年
の
状
元
の
顧
鼎
臣
が
『
明
状
元
図
考
』（
明
代
の
状
元

の
夢
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
中
に
含
め
た
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
黄
鶴
」
が
顧
鼎
臣
を

よ
く
見
る
た
め
に
舞
い
降
り
た
と
い
う
夢
で
あ
っ
た
（
図
6.9
を
見
よ
）。
鶴
は
、
道

教
に
関
係
す
る
め
で
た
い
鳥
で
あ
り
、
父
子
関
係
を
も
象
徴
し
た
。
顧
鼎
臣
は
誠
実

に
毎
晩
、
父
に
敬
意
を
表
し
長
寿
を
願
っ
て
焼
香
し
て
い
た
。
顧
鼎
臣
が
生
ま
れ
た

時
、
彼
の
父
は
五
〇
歳
を
超
え
て
お
り
、
そ
れ
で
彼
は
父
の
長
寿
を
祈
っ
た
の
で
あ

る
。
顧
鼎
臣
の
前
に
黄
鶴
が
現
れ
た
時
、
黄
鶴
は
顧
鼎
臣
の
本
来
の
科
挙
で
の
成
功

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
成
功
が
彼
の
父
と
共
有
す
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
も
め
で
た
く
も
結
び
つ
い
て
い
た
。
顧
鼎
臣
の
孝
行
の
心
は
、
彼
の
父
が
八
十

歳
の
時
に
自
分
の
息
子
が
皇
帝
に
選
ば
れ
た
状
元
と
な
っ
た
こ
と
を
見
た
時
に
報
わ

図6.10 仙人が丹薬を贈る（1541年
（嘉靖20年）沈坤の夢のビジョン）：
顧鼎臣、顧祖訓編、1607年（万暦
35年）刊『明状元図考』
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五
六

　

こ
こ
で
科
挙
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
観
点
か
ら
論
評
さ
れ
た
た
い
て
い
の
夢
と
占
い

の
技
術
は
、
民
衆
的
崇
拝
と
道
教
と
い
う
宗
教
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、『
明
状
元

図
考
』
の
た
め
に
、
黄
応
澄
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
我
々
の
提
示
す

る
最
後
の
例
、
一
五
五
三
年
の
状
元
で
あ
る
陳
謹
（
一
五
二
五 

― 

六
六
）
の
ケ
ー

ス
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
影
響
が
明
ら
か
で
あ
る
。
塀
で
囲
ま
れ
た
三
棟
の
エ
レ
ガ

ン
ト
な
建
物
の
屋
根
の
上
に
浮
か
ん
だ
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
陳
謹
は
、
三
人
の

人
に
囲
ま
れ
て
、
瞑
想
に
耽
る
蓮
華
坐
を
組
ん
で
、
ハ
ス
の
上
に
座
っ
て
い
る
様

子
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図

6.12
を
見
よ
）。
す
べ
て
は
空
の
雲
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
夢
の
シ
ー
ン
は
、
上
方
か
ら
見
ら
れ
た
地
上
世
界
に
優
っ
て
い
る
。
天
か

ら
降
っ
て
く
る
雲
の
上
に
浮
か
ぶ
三
人
の
人
物
は
、
仙
人
、
若
者
と
女
性
で
あ
る
。

三
人
は
陳
謹
を
ハ
ス
の
上
に
乗
る
よ
う
に
招
き
、
そ
し
て
陳
謹
は
彼
ら
の
願
い
を
受

け
入
れ
た
。
彼
ら
が
、雲
の
中
に
入
っ
た
時
、陳
謹
は
恐
れ
た
が
、仙
人
は
、彼
に
「
金

冠
」
と
「
緋
袍
」
を
与
え
た
。
こ
の
二
つ
の
品
物
は
陳
謹
が
状
元
に
な
り
、
正
式
に

皇
帝
の
前
に
現
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。

な
結
末
は
定
め
ら
れ
て
い
た
）
と
い
う
観
点
を
追
加
し
て
い
る 

118 

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
一
五
五
九
年
の
状
元
に
な
っ
た
こ
と
に
先

ん
ず
る
丁
士
美
自
身
の
夢
を
描
い
た
図

6.11
に
お
い
て
は
、
女
性
の
仙
人
が
鶴
に
乗
っ

て
黄
色
い
旗
を
彼
に
配
送
す
る
た
め
に
彼
に
向
か
っ
て
降
っ
て
き
て
い
る
。
彼
女
が

降
下
す
る
時
、
古
典
的
な
楽
器
を
演
奏
し
仙
界
の
音
楽
を
奏
で
る
天
上
の
仙
女
の
一

団
が
空
に
見
え
る
。
丁
士
美
に
対
す
る
神
々
に
よ
る
め
で
た
い
選
択
を
宣
告
す
る
黄

色
い
旗
が
、
丁
士
美
の
家
の
門
の
正
面
に
着
い
た
時
、
仙
人
た
ち
は
、
鶴
に
再
び
乗

り
天
上
に
帰
っ
て
い
く
。
丁
士
美
の
夢
の
物
語
に
は
、
沈
坤
の
裁
判
と
処
刑
に
繋
が

る
言
及
は
一
切
な
い
。
我
々
は
、
彼
が
道
教
に
共
感
し
て
い
た
こ
と
を
告
げ
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
異
世
界
へ
の
扉
は
、
夢
の
語
り
が
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン

に
ふ
さ
わ
し
い
、
そ
れ
自
身
、
細
分
化
さ
れ
た
文
化
的
構
築
物
で
あ
る
こ
と
に
結
び

つ
い
て
も
お
ら
ず
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
も
い
な
い 
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『
状
元
図
考
』3.11a-12a

。
ま
た
、D

ictionary of M
ing Biography, p. 924

を
見
よ
。
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『
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元
図
考
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。

図6.11 道教の仙人が鶴に跨る（1559
年（嘉靖38年）丁士美の夢のビジョ
ン）：顧鼎臣、顧祖訓編、1607年（万
暦35年）刊『明状元図考』

図6.12 ハスの花に乗る（1553年（嘉
靖32年）陳謹の夢のビジョン）：顧
鼎臣、顧祖訓編、1607年（万暦35年）
刊『明状元図考』
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
中
）

五
七

　

陳
謹
は
最
初
の
恐
れ
を
忘
れ
た
の
ち
、
士
人
特
有
の
服
装
を
し
て
い
た
が
瞑
想
中

の
仏
陀
の
よ
う
に
坐
し
、
心
や
す
ら
か
に
そ
し
て
心
を
制
御
し
て
夢
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
姿
を
現
し
て
い
る
。
図
版
は
、秩
序
と
必
然
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
凄
ま
じ
い
競
争
、
蔓
延
る
違
法
行
為
、
そ
し
て
男
性
の
苦
悶

の
現
場
と
し
て
、
科
挙
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
歴
史
的
に
描
写
す
る
と
い
う
我
々
の
考
え
と

衝
突
す
る
。
仏
教
徒
風
の
瞑
想
状
態
で
、
ハ
ス
の
花
に
坐
し
て
い
る
こ
と
で
、
陳
謹

は
、
異
世
界
へ
漂
っ
て
い
き
、
そ
し
て
、
こ
の
世
界
で
の
成
功
に
対
す
る
異
世
界
の

人
物
か
ら
の
祝
福
を
受
け
取
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
、
資
産
家
一
族
出
身
の
い

か
な
る
少
年
も
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い
勉
学
、
記
憶
力
、

そ
し
て
八
股
文
作
文
へ
の
言
及
は
全
く
な
い
。
明
代
の
科
挙
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
苦

難
に
対
す
る
治
療
的
な
勝
利
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る 
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